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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による影響が緩和され持ち直しの

動きが見られたものの、原材料価格の高騰や急速な円安の進行、ウクライナ情勢の長期化などが懸念されるなか、

景気回復は足踏み状態が続きました。

当社グループの係わる電設資材業界は、建築着工や企業の設備投資がコロナ禍前の水準に戻りつつあるなど回復

基調となりました。また、自社製品の係わる空調業界は、半導体不足や中国のロックダウン等による供給制約など

からルームエアコンの出荷（国内285万台 前年同期比16.4％減）は伸び悩みました。

このような情勢のなか、当社グループは中長期的な経営戦略に沿って、重点施策を着実に推進するとともに、積

極的な営業活動を展開しました。

その結果、売上高は678億41百万円（前年同期比8.2％増）、営業利益は44億24百万円（前年同期比24.8％増）、

経常利益は55億37百万円（前年同期比43.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は38億42百万円（前年同期

比42.6％増）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

＜電設資材事業＞

銅価格等の高騰により電線ケーブル類をはじめ多くの電設資材の販売価格が上昇したほか、半導体不足等による

供給面の制約を受けたものの、首都圏再開発や製造業の設備更新などの大型物件向けに防災設備や受配電設備等の

納入があった結果、売上高390億99百万円（前年同期比4.3％増）となりました。

＜産業機器事業＞

旺盛なデジタル関連需要や自動車業界のＥＶ関連投資などの拡大を背景に半導体関連向けの販売が好調であった

ほか、製造業を中心とした設備投資が堅調に推移したことにより、制御機器及び電子部品の販売が増加した結果、

売上高89億37百万円（前年同期比13.7％増）となりました。

＜自社製品事業＞

原材料価格の高騰を受け幅広い製品において価格改定を実施したほか、ルームエアコンの出荷は伸び悩んだもの

の、首都圏を中心とした大型物件向けの納入があったことなどから被覆銅管や空調配管化粧カバー「スリムダクト

シリーズ」の販売が底堅く推移した結果、売上高198億４百万円（前年同期比14.1％増）となりました。

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年３月期の業績予想につきましては、現時点において2022年５月13日公表の業績予想から変更しておりませ

ん。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 77,568 75,535

受取手形、売掛金及び契約資産 72,626 56,389

電子記録債権 23,133 29,200

商品及び製品 14,610 18,902

仕掛品 298 358

原材料及び貯蔵品 2,370 3,083

その他 1,754 1,198

流動資産合計 192,363 184,669

固定資産

有形固定資産

土地 14,105 14,110

その他（純額） 7,463 7,734

有形固定資産合計 21,569 21,845

無形固定資産 1,462 1,476

投資その他の資産

投資有価証券 16,993 17,164

その他 3,033 3,220

貸倒引当金 △0 △7

投資その他の資産合計 20,025 20,378

固定資産合計 43,056 43,699

資産合計 235,420 228,369

負債の部

流動負債

電子記録債務 5,603 6,265

買掛金 68,705 60,811

短期借入金 343 368

未払法人税等 4,271 2,157

賞与引当金 5,623 7,038

役員賞与引当金 94 －

製品保証引当金 93 93

その他 4,009 3,978

流動負債合計 88,744 80,713

固定負債

退職給付に係る負債 54 57

その他 5,368 5,457

固定負債合計 5,423 5,514

負債合計 94,167 86,228

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 13,962 13,962

資本剰余金 14,171 14,171

利益剰余金 109,361 109,851

自己株式 △2,413 △2,258

株主資本合計 135,082 135,727

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,105 5,134

為替換算調整勘定 297 483

その他の包括利益累計額合計 5,403 5,618

新株予約権 766 794

純資産合計 141,253 142,140

負債純資産合計 235,420 228,369
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

売上高 62,693 67,841

売上原価 51,537 55,072

売上総利益 11,156 12,769

販売費及び一般管理費 7,611 8,345

営業利益 3,544 4,424

営業外収益

受取利息 11 12

受取配当金 251 416

為替差益 16 361

その他 55 340

営業外収益合計 335 1,130

営業外費用

支払利息 4 2

その他 21 14

営業外費用合計 25 17

経常利益 3,854 5,537

特別利益

固定資産売却益 0 2

特別利益合計 0 2

特別損失

固定資産除却損 0 3

固定資産売却損 0 0

特別損失合計 0 3

税金等調整前四半期純利益 3,854 5,536

法人税、住民税及び事業税 1,429 1,945

法人税等調整額 △270 △251

法人税等合計 1,158 1,694

四半期純利益 2,695 3,842

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,695 3,842

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

四半期純利益 2,695 3,842

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △295 28

為替換算調整勘定 18 186

その他の包括利益合計 △276 214

四半期包括利益 2,418 4,057

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-

２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用

することといたしました。

　なお、これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書計
上額（注）２電設資材事業 産業機器事業 自社製品事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 37,472 7,860 17,361 62,693 - 62,693

セグメント間の内部売上高
又は振替高 608 186 1,129 1,924 △1,924 -

計 38,081 8,046 18,490 64,618 △1,924 62,693

セグメント利益 657 294 3,742 4,694 △840 3,854

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書計
上額（注）２電設資材事業 産業機器事業 自社製品事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 39,099 8,937 19,804 67,841 - 67,841

セグメント間の内部売上高
又は振替高 507 257 1,355 2,120 △2,120 -

計 39,607 9,194 21,159 69,962 △2,120 67,841

セグメント利益 876 403 4,695 5,976 △439 5,536

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　（注）１．セグメント利益の調整額△840百万円には、セグメント間取引消去23百万円、報告セグメントに配分して

いない全社損益△556百万円及びその他の調整額△308百万円が含まれております。全社損益は、主に報告

セグメントに帰属しない売上原価、一般管理費及び営業外損益であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の税金等調整前四半期純利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　（注）１．セグメント利益の調整額△439百万円には、セグメント間取引消去22百万円、報告セグメントに配分して

いない全社損益△259百万円及びその他の調整額△201百万円が含まれております。全社損益は、主に報告

セグメントに帰属しない売上原価、一般管理費及び営業外損益であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の税金等調整前四半期純利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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